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博
士
論
文

概
要
書

題
目
「
谷
崎
潤
一
郎
と
映
画
―
―
映
像
文
化
を
視
座
と
す
る
谷
崎
文
学
の
考
察
―
―
」柴

田

希

序
章文

壇
処
女
作
「
刺
青
」（
第
二
次
『
新
思
潮
』
一
九
一
〇
・
一
一
）
を
起
点
と
す
る
な
ら
、
谷
崎
潤
一
郎

の
作
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
五
十
五
年
に
も
及
ぶ
。
野
口
武
彦
『
谷
崎
潤
一
郎
論
』
（
中
央
公
論
社

一

九
七
三
）
は
「
谷
崎
文
学
に
お
け
る
長
寿
と
若
さ
と
の
稀
有
な
融
合
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
」

と
問
う
が
、
谷
崎
が
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
た
映
画
も
ひ
と
つ
の
拠
り
所
と
な
る
だ
ろ
う
。

谷
崎
は
「
秘
密
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
一
一
・
一
一
）
を
は
じ
め
、
映
画
に
材
を
得
た
小
説
を
発
表
す

る
だ
け
で
な
く
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
で
も
映
画
の
藝
術
性
を
賛
嘆
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
作
家
の
生

業
を
越
え
、
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
の
期
間
で
あ
る
が
実
際
の
映
画
制
作
に
携
わ
る
。
谷
崎
の
先
駆
的
な
挑

戦
は
特
筆
に
値
し
、
そ
の
足
跡
に
映
画
史
を
重
ね
る
と
、
よ
り
一
層
明
快
な
見
取
り
図
が
示
さ
れ
る
。
誕

生
し
た
ば
か
り
の
映
画
は
音
声
や
色
彩
を
欠
き
、
現
実
の
一
断
片
を
切
り
取
り
再
現
す
る
見
世
物
だ
っ
た
。

そ
れ
が
物
語
性
を
獲
得
し
、
映
画
に
固
有
な
映
像
表
現
の
探
究
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
娯
楽
・
藝
術
と
し

て
既
存
の
他
を
圧
倒
し
て
ゆ
く
。
谷
崎
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
は
日
進
月
歩
す
る
映
画
を
見
事
に
捉
え
、
ひ

と
つ
の
メ
デ
ィ
ア
史
を
成
す
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
改
め
て
、
映
画
と
は
何
か
が
問
わ

れ
る
。

広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
映
画
は
映
像
で
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
映
画
の
起
源
を
フ
ラ
ン
ス

の
リ
ュ
ミ
ー
ル
兄
弟
が
発
明
し
た
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
に
求
め
る
な
ら
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
た
映
像

を
鑑
賞
す
る
形
態
に
端
的
な
、
映
画
を
受
容
す
る
環
境
も
映
画
の
存
在
意
義
を
支
え
る
。
本
研
究
が
同
時

代
の
言
説
か
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
再
構
築
し
、
文
化
的
現
象
の
な
か
で
谷
崎
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
把
捉

す
る
動
機
は
こ
こ
に
あ
る
。
映
画
は
は
じ
め
か
ら
完
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
人
々
や
社
会
と
相
互

に
影
響
し
な
が
ら
、
今
も
な
お
変
化
を
受
け
容
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
映
画
を
視
座
と
す
る
時
代
背
景
を
テ

ク
ス
ト
に
重
ね
、
谷
崎
が
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
強
く
惹
か
れ
た
作
家
で
あ
り
、
そ
れ
が
谷
崎
文
学
の
性

質
を
生
成
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
研
究
は
論
じ
た
い
の
だ
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
／
エ
リ
ッ
ク
・
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
『
メ
デ
ィ
ア
の
法
則
』（
高
山
宏
監
修
・
中
澤
豊
訳

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

二
〇
〇
二
／
原
著
は
一
九

八
八
年
刊
行
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
我
々
の
器
官
・
機
能
を
増
幅
す
る
。
映
画
で

あ
れ
ば
人
間
の
視
覚
を
拡
張
し
、
感
覚
で
捉
え
ら
れ
る
現
象
へ
の
認
識
を
絶
え
ず
揺
さ
ぶ
る
の
だ
。
そ
れ

は
谷
崎
も
例
外
で
は
な
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
は
人
間
の
諸
機
能
・
感
覚
に
新
陳
代
謝
を
促
し
、
谷

崎
と
映
画
の
遭
遇
は
谷
崎
の
藝
術
理
念
の
根
幹
に
ま
で
波
及
す
る
。



博士論文 概要書

2

谷
崎
は
「
藝
術
一
家
言
」
（
『
改
造
』
一
九
二
〇
・
四
、
五
、
七
、
一
〇
）
で
「
藝
術
は
一
つ
の
表
現
」

で
あ
る
と
語
っ
た
。
ま
た
「
何
等
か
の
形
に
於
い
て
生
み
出
さ
う
と
す
る
創
作
慾
」
を
藝
術
家
の
素
質
に

挙
げ
、
脳
裏
に
浮
か
ぶ
「
美
の
幻
影
」
を
生
み
出
す
と
こ
ろ
に
「
藝
術
家
の
真
の
生
命
」
が
あ
る
と
も
い

う
。
幻
影
と
は
実
体
を
伴
わ
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
個
々
の
思
念
の
な
か
に
立
ち
現
れ
る
映
像
で
あ
る
。

谷
崎
の
藝
術
理
念
は
「
美
の
幻
影
」
を
「
何
等
か
の
形
」
で
表
現
す
る
と
い
う
、
非
常
に
原
初
的
な
営
み

へ
普
遍
化
さ
れ
る
。

た
だ
谷
崎
の
場
合
、
「
何
等
か
の
形
」
は
言
語
表
現
に
留
ま
ら
ず
、
映
画
制
作
に
も
結
実
す
る
。
千
葉
伸

夫
『
映
画
と
谷
崎
』
（
青
蛙
社

一
九
八
九
）
は
「
刺
青
」
な
ど
初
期
小
説
を
「
視
覚
的
な
造
形
美
を
目
的

と
し
た
文
学
」
と
形
容
し
、
谷
崎
を
映
画
に
駆
り
立
て
た
動
機
と
結
ぶ
。
し
か
し
「
視
覚
的
な
造
形
美
」
、

す
な
わ
ち
「
美
の
幻
影
」
を
「
何
等
か
の
形
」
で
表
現
す
る
所
為
は
、
初
期
小
説
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
五
十
五
年
に
及
ぶ
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
見
渡
せ
ば
、
谷
崎
は
小
説
の
な
か
で
観
念
的
な
映
像
（
美
）

に
視
覚
的
な
「
何
等
か
の
形
」
を
与
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
作
家
性
の
素
地
に
、
浅
か
ら
ぬ
影
響

を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
谷
崎
と
映
画
の
関
わ
り
は
、
看
過
で
き
な
い
事
象
な
の
だ
。

第
一
部
第
一
章
「
谷
崎
文
学
と
映
画
―
―
〈C

ry
sta

lliza
tion

〉
が
照
射
す
る
藝
術
表
象
の
煩
悶
」

本
研
究
の
指
針
と
な
る
論
考
で
、
昨
今
の
谷
崎
と
映
画
に
関
す
る
研
究
の
高
ま
り
に
対
し
、
問
題
提
起

を
試
み
た
。

先
行
論
で
は
、
関
西
へ
の
移
住
と
古
典
回
帰
を
契
機
に
谷
崎
の
映
画
離
れ
が
印
象
づ
け
ら
れ
、
映
画
藝

術
か
ら
言
語
藝
術
へ
転
回
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
映
画
に
関
す
る

描
写
の
後
退
し
た
小
説
に
対
し
、
充
分
な
考
察
は
行
わ
れ
ず
、
谷
崎
文
学
に
お
け
る
映
画
の
影
響
は
、
狭

小
で
限
定
的
な
範
囲
で
検
討
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
非
常
に
恣
意
的
な
論
考
を
重
ね
る
だ
け
で
は
、
映
画

が
谷
崎
の
作
家
的
素
地
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
は
断
じ
が
た
く
、
谷
崎
研
究
で
映
画
と
の
関
わ
り
を
論

じ
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
映
画
を
視
座
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
更
新
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
本
論
は
谷
崎
が
映
画
論
「
活
動
写
真
の
現
在
と
将
来
」
（
『
新
小
説
』

一
九
一
七
・
九
）
で
映
画
の
藝
術
性
を
説
く
た
め
に
依
拠
し
た
〈C

ry
sta

lliza
tio

n

〉
に
注
目
し
、
大
正
期

か
ら
戦
後
の
創
作
営
為
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
（
表
象
の
純
化
）
を
提
示
し
た
。
表
象
の
純
化
は
藝
術
の
要
諦

で
あ
り
な
が
ら
、
表
現
行
為
そ
の
も
の
を
停
滞
さ
せ
る
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
影
響
力

は
、
映
画
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
小
説
だ
け
で
な
く
、
古
典
回
帰
の
小
説
に
も
認
め
ら
れ
る
。
映
画
は
個
々

の
小
説
に
時
事
的
な
話
題
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
供
す
る
素
材
で
あ
る
ほ
か
に
、
谷
崎
の
藝
術
理
念
や
谷
崎

文
学
に
お
け
る
美
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
映
画
が
谷
崎
の
藝
術
理
念
の
根
幹
に
波
及
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
映
画
を
視
座
と
す
る

谷
崎
文
学
の
連
続
性
が
生
ま
れ
、〈
映
画
を
／
映
画
で
／
映
画
の
よ
う
に
〉
表
象
す
る
階
層
性
が
鮮
明
と
な

る
。
こ
れ
は
谷
崎
が
関
心
を
寄
せ
た
絵
画
や
写
真
と
の
相
互
関
係
も
視
野
に
入
れ
た
、
映
画
を
も
相
対
化

す
る
映
像
の
位
相
へ
の
追
究
を
促
す
だ
ろ
う
。
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第
一
部
第
二
章
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
る
美
の
形
象
化
―
―
「
青
塚
氏
の
話
」
を
中
心
に
」

「
青
塚
氏
の
話
」（
『
改
造
』
一
九
二
六
・
八
～
九
、
一
一
～
一
二
）
や
「
痴
人
の
愛
」（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』

一
九
二
四
・
三
・
二
〇
～
六
・
一
四
／
『
女
性
』
同
・
一
一
～
一
九
二
五
・
七
）
に
端
的
な
、
女
性
の
肉

体
を
断
片
化
す
る
描
写
の
考
察
を
通
し
、
〈
映
画
で
〉
表
象
す
る
こ
と
か
ら
〈
映
画
の
よ
う
に
〉
表
象
す
る

こ
と
へ
の
移
行
を
論
じ
た
。

「
青
塚
氏
の
話
」
で
は
、
映
画
で
由
良
子
の
美
を
表
現
す
る
中
田
と
、
由
良
子
そ
っ
く
り
の
人
形
を
制
作

す
る
「
男
」
が
対
立
し
、
人
形
の
優
位
性
が
説
か
れ
る
。
し
か
し
両
者
の
表
現
工
程
は
近
似
し
、
由
良
子

の
肉
体
を
細
分
化
し
そ
れ
を
統
合
す
る
行
為
に
、
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
連
係
（
映
画

の
表
現
原
理
）
に
繋
が
る
寓
意
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
男
」
の
人
形
は
〈
映
画
の
よ
う
に
〉

制
作
さ
れ
て
い
る
と
い
え
、
「
痴
人
の
愛
」
の
譲
治
が
カ
メ
ラ
で
ナ
オ
ミ
の
肉
体
の
細
部
を
撮
影
し
、
美
の

観
念
を
再
構
築
す
る
行
為
に
も
、
同
様
の
意
匠
が
通
底
す
る
。

で
は
な
ぜ
、
女
性
の
肉
体
の
断
片
化
と
統
合
、
あ
る
い
は
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
連

係
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
か
。
バ
ラ
ー
ジ
ュ
『
映
画
の
理
論
』
（
佐
々
木
基
一
訳

學
藝
書
林

一
九
九
二
）

に
従
え
ば
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
は
部
分
的
か
つ
非
連
続
的
な
シ
ョ
ッ
ト
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
映
画
の
フ
ィ

ル
ム
そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
。
ま
た
「
肉
塊
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
・
一
・
一
～
四
・
二
九
／

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
同
～
五
・
一
）
で
映
画
の
藝
術
性
が
音
楽
に
喩
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
非
連
続
的
な
個
々

の
音
符
に
存
在
し
な
い
も
の
が
、
時
間
的
な
連
続
性
に
繋
が
れ
、
奏
者
や
聴
衆
の
経
験
の
な
か
に
立
ち
現

れ
る
。
つ
ま
り
、
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
と
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
連
係
に
見
ら
れ
る
非
連
続
的
な
要
素
の
連
続

性
を
藝
術
表
現
の
特
質
と
捉
え
れ
ば
、
〈
映
画
の
よ
う
に
〉
表
象
す
る
こ
と
に
仮
託
さ
れ
た
谷
崎
の
藝
術
理

念
が
明
ら
か
と
な
る
。

第
二
部
第
一
章
「
映
画
と
魔
術
の
有
機
的
な
連
係
―
―
「
小
僧
の
夢
」
論
」

「
小
僧
の
夢
」
（
『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
七
・
三
・
四
～
四
・
一
一
）
は
、
自
選
・
没
後
版
・
愛
読
愛

蔵
版
、
い
ず
れ
の
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
に
も
未
収
録
で
、
二
〇
一
六
年
刊
行
の
決
定
版
『
谷
崎
潤
一
郎

全
集
』
第
五
巻
（
中
央
公
論
新
社
）
に
よ
う
や
く
収
め
ら
れ
た
。
谷
崎
の
小
説
で
あ
っ
て
も
非
常
に
マ
イ

ナ
ー
で
あ
る
た
め
か
、
先
行
論
は
管
見
の
限
り
わ
ず
か
三
本
程
度
に
留
ま
る
。
「
小
僧
の
夢
」
以
降
の
小
説

に
発
展
す
る
、
谷
崎
文
学
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
の
萌
芽
が
指
摘
さ
れ
る
も
、
内
容
に
対
す
る
充
分
な
論
議

が
尽
く
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
。

そ
こ
で
本
論
は
、
「
小
僧
の
夢
」
の
主
人
公
・
庄
太
郎
が
〈
堕
落
〉
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
、
映
画
と
魔
術
が

作
用
し
て
い
る
点
を
踏
ま
え
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
映
画
の
象
徴
性
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
、「
小
僧
の
夢
」

発
表
当
時
、
映
画
と
い
う
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
畏
怖
が
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
『
ジ
ゴ
マ
』
（
一
九

一
一
）
を
契
機
に
映
画
害
悪
論
へ
と
発
展
し
た
文
化
的
現
象
に
着
目
し
て
い
る
。
し
か
し
「
小
僧
の
夢
」

は
世
論
と
異
な
り
、
現
実
世
界
と
虚
構
を
転
倒
さ
せ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
映
画
の
特
性
と
し
て
歓
迎
し
、
そ
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れ
を
庄
太
郎
が
〈
堕
落
〉
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
仮
託
し
た
。
こ
こ
に
、
映
画
が
他
の
見
世
物
や
芸
能
か
ら
分

離
し
、
社
会
的
に
独
自
の
領
域
を
獲
得
し
て
ゆ
く
同
時
代
状
況
を
重
ね
る
と
、
「
小
僧
の
夢
」
の
諷
刺
性
が

看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
谷
崎
は
同
時
代
の
言
説
を
批
判
的
に
利
用
し
、
物
語
の
内
容
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
と
と
も
に
、
映
画
の
も
た
ら
し
た
認
識
の
変
容
を
、
自
ら
の
藝
術
論
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ

る
。

第
二
部
第
二
章
「
純
映
画
劇
運
動
の
両
義
性
―
―
「
人
面
疽
」
と
大
活
」

「
人
面
疽
」
（
『
新
小
説
』
一
九
一
八
・
三
）
の
映
画
鑑
賞
に
関
す
る
描
写
を
同
時
代
の
鑑
賞
形
態
と
照
合

し
、
大
正
期
の
映
画
文
化
を
特
徴
づ
け
る
弁
士
の
不
在
に
、
谷
崎
の
映
画
理
念
の
一
端
を
看
取
し
た
。
そ

れ
は
欧
米
映
画
の
よ
う
に
弁
士
を
必
要
と
せ
ず
、
映
像
の
み
で
表
現
す
る
映
画
の
自
律
性
へ
の
希
求
で
あ

り
、
日
本
映
画
の
近
代
化
を
目
指
す
純
映
画
劇
運
動
と
軌
を
一
に
す
る
。
谷
崎
は
テ
ク
ス
ト
の
上
に
理
念

と
し
て
の
映
画
を
構
築
す
る
に
飽
き
足
ら
ず
、
大
正
活
動
写
真
株
式
会
社
（
の
ち
大
正
活
映
株
式
会
社
へ

社
名
変
更
、
以
下
大
活
）
の
脚
本
部
顧
問
に
招
聘
さ
れ
、
理
想
的
な
映
画
の
制
作
に
尽
力
し
た
。

し
か
し
本
論
は
、
谷
崎
の
前
衛
的
な
思
想
を
卓
越
し
た
先
見
性
と
見
做
さ
ず
、
弁
士
を
過
小
評
価
す
る

言
説
や
純
映
画
劇
運
動
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
純
映
画
劇
運
動
の
提
唱
者
・
帰
山
教
正

と
谷
崎
の
映
画
理
念
を
比
較
し
、
谷
崎
の
映
画
理
念
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
両
者
は
欧
米
映
画
の
隆
盛

を
目
の
当
た
り
に
し
、
日
本
映
画
の
国
際
化
は
急
務
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
映
画
制
作
に
従
事
し
た
。
帰

山
は
映
画
の
形
式
だ
け
で
な
く
内
容
の
欧
米
化
も
志
向
し
た
が
、
谷
崎
は
内
容
面
で
は
あ
く
ま
で
日
本
的

な
も
の
を
求
め
、
文
化
的
地
域
性
を
尊
重
し
て
い
る
。
ま
た
、
弁
士
の
排
除
に
よ
っ
て
日
本
映
画
の
近
代

化
を
急
ぐ
谷
崎
に
も
、
大
正
期
の
人
気
弁
士
・
染
井
三
郎
の
有
用
性
を
認
め
て
し
ま
う
側
面
が
見
受
け
ら

れ
る
。
理
念
と
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
狭
間
で
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
な
が
ら
、
急
進
的
な
態
度
を
取

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
動
機
に
、
谷
崎
の
藝
術
理
念
を
支
え
る
純
粋
主
義
の
影
響
を
示
し
た
。

第
二
部
第
三
章
「
ス
ク
リ
ー
ン
に
現
れ
た
〈
恐
怖
〉
―
―
「
人
面
疽
」
論
」

谷
崎
が
映
画
の
自
律
性
を
求
め
て
い
た
と
い
う
第
二
部
第
二
章
で
の
指
摘
を
踏
ま
え
、「
人
面
疽
」
に
描

か
れ
た
映
画
の
〈
恐
怖
〉
を
考
察
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
先
行
論
で
も
〈
恐
怖
〉
の
象
徴
性
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
は
「
夜
遅
く
、
た
つ
た
一
人
で
静
か
な
部
屋
で
映
し
て
」
鑑
賞
し
な
け
れ
ば
、

〈
恐
怖
〉
が
気
づ
か
れ
な
い
点
に
注
目
し
た
。

大
正
期
の
映
画
を
取
り
巻
く
環
境
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
人
面
疽
」
で
設
定
さ
れ
る
鑑
賞

形
態
に
は
、
非
日
常
性
が
際
立
つ
。
し
か
し
「
人
面
疽
」
が
強
調
す
る
弁
士
の
不
在
は
、
谷
崎
の
映
画
理

念
か
ら
す
る
と
、
外
圧
に
妨
害
さ
れ
ず
主
体
的
な
想
像
力
が
駆
使
で
き
る
理
想
的
な
環
境
で
あ
る
。
そ
こ

で
自
覚
さ
れ
る
〈
恐
怖
〉
と
は
何
な
の
か
。
谷
崎
の
原
初
的
な
映
画
体
験
を
手
が
か
り
と
す
れ
ば
、
撮
影
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者
の
意
図
し
な
い
と
こ
ろ
で
自
生
的
な
も
の
が
表
現
に
参
加
し
て
し
ま
う
、
映
画
の
特
質
が
〈
恐
怖
〉
よ

り
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
パ
ー
ス
の
記
号
論
を
援
用
す
る
と
、
映
画
を
現
実
世
界
の
写
像
だ
と
考
え
、
社
会
的
な
約
束
事

に
即
し
た
観
念
が
あ
る
と
信
じ
る
こ
と
は
、
観
客
の
類
似

イ

コ

ン

的
な
眼
差
し
だ
と
い
え
る
。
映
画
そ
の
も
の
は

事
象
の
物
理
的
な
痕
跡
を
指
し
示
す
指
標
記
号

イ

ン

デ

ッ

ク

ス

で
あ
り
、
何
ら
観
念
を
持
た
な
い
物
象
そ
の
ま
ま
を
投
影

す
る
。
「
人
面
疽
」
に
お
い
て
も
、
〈
恐
怖
〉
に
端
を
発
す
る
不
可
解
な
謎
を
、
社
会
通
念
に
従
い
理
解
し

よ
う
と
す
る
百
合
枝
た
ち
は
、
類
似

イ

コ

ン

的
な
眼
差
し
に
束
縛
さ
れ
た
観
客
で
あ
る
。
し
か
し
〈
恐
怖
〉
を
自

覚
す
る
Ｍ
技
師
は
類
似

イ

コ

ン

的
な
眼
差
し
か
ら
解
放
さ
れ
、
〈
い
ま
‐
こ
こ
〉
に
は
な
い
未
知
の
事
象
あ
る
い
は

新
し
い
視
覚
体
験
を
享
受
す
る
。
そ
の
よ
う
な
原
始
的
な
映
画
体
験
が
「
人
面
疽
」
に
描
か
れ
て
い
る
。

第
三
部
第
一
章
「
谷
崎
潤
一
郎
の
〈
映
画
離
れ
〉
―
―
ド
イ
ツ
映
画
『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』
を
手
が
か
り
に
」

谷
崎
が
大
活
を
去
っ
た
の
ち
も
映
画
制
作
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
「
蓼
喰
ふ
虫
」
（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』

一
九
二
八
・
一
二
・
四
～
一
九
二
九
・
六
・
一
八
）
で
は
映
画
に
対
し
消
極
的
な
態
度
、
い
わ
ば
〈
映
画

離
れ
〉
を
描
写
す
る
に
至
っ
た
環
境
的
要
因
を
考
察
し
た
。
谷
崎
の
〈
映
画
離
れ
〉
の
理
由
に
つ
い
て
、

先
行
論
で
は
創
作
上
の
閉
塞
感
が
招
い
た
藝
術
理
念
の
転
向
の
ほ
か
、
商
業
主
義
へ
製
作
方
針
を
転
換
し

た
大
活
と
の
軋
轢
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
本
論
は
、
「
谷
崎
潤
一
郎
キ
ネ
マ
・
ス
タ
ア

映

画
座
談
会
」
（
『
週
刊
朝
日
』
春
季
特
別
号

一
九
二
八
・
三
）
で
の
谷
崎
の
発
言
に
注
目
し
、
映
画
批
評

の
根
幹
に
あ
る
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ド
イ
ツ
）
／
ア
メ
リ
カ
〉
の
規
範
意
識
を
、
〈
映
画
離
れ
〉
の
要
因
の
ひ

と
つ
と
捉
え
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
を
境
に
ア
メ
リ
カ
映
画
が
映
画
市
場
の
覇
権
を
握
り
、
藝
術
的
と
謳
わ
れ
た
ド
イ
ツ

映
画
も
次
第
に
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
、
日
本
で
も
話
題
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
映
画
『
ヴ

ァ
リ
エ
テ
』
の
批
評
言
説
に
も
如
実
に
表
わ
れ
、
谷
崎
は
藝
術
的
な
ド
イ
ツ
映
画
で
さ
え
も
大
衆
化
の
波

に
抗
え
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
。
キ
ッ
チ
ュ
さ
を
軽
ん
じ
、
室
生
犀
星
の
『
ヴ
ァ
リ
エ
テ
』
評
も
一
蹴
し

た
が
、〈
映
画
離
れ
〉
と
と
も
に
藝
術
理
念
の
立
て
直
し
を
図
る
谷
崎
は
、「
藝
談
」（
『
改
造
』
一
九
三
三
・

三
～
四
）
で
通
俗
性
へ
の
歩
み
寄
り
を
見
せ
る
。
さ
ら
に
「
映
画
と
云
ふ
も
の
が
、
気
の
利
い
た
も
の
に

は
適
す
る
が
、
し
み
じ
み
と
し
た
味
を
出
す
に
は
不
向
き
な
の
で
あ
ろ
う
」
と
「
映
画
藝
術
そ
の
も
の
の

欠
陥
」
を
明
言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
谷
崎
の
変
化
も
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
谷
崎
と
映
画
の
関
わ
り
を

論
じ
る
際
、
念
頭
に
置
く
べ
き
だ
ろ
う
。

第
三
部
第
二
章
「
「
春
琴
抄
」
映
画
化
―
―
島
津
保
次
郎
『
お
琴
と
佐
助
』」

映
画
化
さ
れ
た
谷
崎
文
学
の
研
究
を
今
後
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
「
春
琴
抄
」

（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
三
・
六
）
お
よ
び
そ
の
映
画
化
第
一
弾
『
お
琴
と
佐
助
』
（
一
九
三
五
）
を
取
り

あ
げ
た
。
「
春
琴
抄
」
は
谷
崎
の
生
前
よ
り
映
画
化
が
繰
り
返
さ
れ
、
今
日
ま
で
に
六
作
品
が
公
開
さ
れ
て
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い
る
。
谷
崎
自
身
は
「
春
琴
抄
」
を
映
画
化
の
困
難
な
小
説
と
言
及
し
、
映
画
関
係
者
や
批
評
家
た
ち
も

同
様
の
見
解
を
示
す
。
先
行
論
で
も
盲
目
に
象
徴
さ
れ
る
視
覚
性
の
忌
避
が
、
映
画
化
の
困
難
さ
に
通
じ

る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
『
お
琴
と
佐
助
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、
監
督
を
務
め
た
島
津
保
次
郎
と
評
論
家
・

北
川
冬
彦
の
間
で
、
日
本
映
画
史
に
残
る
論
争
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
、
本
論
は
「
春
琴
抄
」

映
画
化
の
不
可
能
性
を
問
う
の
で
は
な
く
、
小
説
か
ら
映
画
へ
表
現
メ
デ
ィ
ア
を
越
境
す
る
際
に
生
じ
る
、

不
可
避
的
な
改
変
を
考
察
し
た
。

ま
ず
『
お
琴
と
佐
助
』
の
批
評
言
説
は
、
〈
文
学
／
映
画
〉
〈
純
文
学
／
大
衆
小
説
〉
〈
欧
米
映
画
／
日
本

映
画
〉
な
ど
、
様
々
な
階
層
意
識
が
対
立
し
交
錯
す
る
特
異
な
場
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
「
春
琴
抄
」
映
画

化
の
不
可
能
性
と
は
、
主
導
権
を
握
り
た
い
文
壇
や
イ
ン
テ
リ
層
が
生
み
出
し
た
バ
イ
ア
ス
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
考
慮
し
つ
つ
、
佐
助
が
自
ら
眼
を
突
い
た
心
理
や
春
琴
と
佐
助
の
恋
愛
感
情
が
描
け
て
い

な
い
と
い
う
同
時
代
の
非
難
を
踏
ま
え
、
「
春
琴
抄
」
と
『
お
琴
と
佐
助
』
の
比
較
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
非
難
の
的
と
な
っ
た
春
琴
と
佐
助
の
関
係
性
を
原
作
通
り
に
描
く
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
検
閲
制

度
が
障
害
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。

第
四
部
第
一
章
「
映
画
へ
の
接
近
―
―
芥
川
龍
之
介
「
蜃
気
楼
」
か
ら
谷
崎
潤
一
郎
と
の
論
争
へ
」

映
画
を
め
ぐ
る
谷
崎
と
芥
川
龍
之
介
の
対
照
性
を
、
論
争
に
お
け
る
文
学
観
の
対
立
へ
繋
げ
、
両
者
の

作
家
性
の
差
異
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
、
谷
崎
の
ほ
か
に
も
川
端
康
成
や
横
光
利
一
、
菊
池
寛
、
室
生
犀
星
な
ど
が
映
画
に
関

心
を
寄
せ
た
。
芥
川
龍
之
介
も
例
外
で
は
な
い
が
、
交
流
の
深
か
っ
た
谷
崎
と
比
べ
、
映
画
に
関
す
る
言

説
は
乏
し
い
。
し
か
し
谷
崎
と
の
論
争
中
に
シ
ナ
リ
オ
へ
の
関
心
を
ほ
の
め
か
し
、「
誘
惑
―
―
或
る
シ
ナ

リ
オ
―
―
」
（『
改
造
』
一
九
二
七
・
四
）
「
浅
草
公
園
―
―
或
る
シ
ナ
リ
オ
―
―
」
（『
文
藝
春
秋
』
一
九
二

七
・
四
）
を
発
表
し
た
。
ま
た
、「
文
藝
的
な
、
余
り
に
文
藝
的
な
」
（
『
改
造
』
一
九
二
七
・
四
～
八
）
の

主
眼
で
あ
る
「
「
話
」
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
」
は
、
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
言
語
表
現
の
相
関
性
に
お
い
て

模
索
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
は
、
「
「
話
」
ら
し
い
話
の
な
い
小
説
」
の
実
作
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
「
蜃
気
楼
―
―
「
続
海
の
ほ
と
り
」
―
―
」
（
『
婦
人
公
論
』
一
九
二
七
・
三
）
を
映
画
の
視

座
よ
り
捉
え
、
映
像
と
言
語
の
相
関
関
係
よ
り
生
じ
る
小
説
（
表
現
）
の
生
成
に
つ
い
て
論
じ
た
。

芥
川
が
映
画
に
接
近
し
は
じ
め
る
時
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
文
学
的
要
素
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
排
除
し
た
絶

対
映
画
・
純
粋
映
画
が
制
作
さ
れ
、
前
衛
映
画
が
ひ
と
つ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
形
成
す
る
。
い
わ
ば
映
像

表
現
の
純
粋
化
に
よ
っ
て
映
画
の
藝
術
性
の
向
上
を
試
み
、
こ
の
藝
術
思
潮
の
反
映
が
谷
崎
の
「
肉
塊
」

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
三
・
一
・
一
～
四
・
二
九
／
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
同
～
五
・
一
）
や
芥
川
の

「
蜃
気
楼
」
に
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
谷
崎
の
場
合
、
表
現
の
先
鋭
化
は
映
画
に
向
い
、
小
説
か
ら
は
物

語
の
因
果
律
を
排
除
し
な
か
っ
た
。
一
方
の
芥
川
は
映
像
と
言
語
を
衝
突
さ
せ
な
が
ら
、
言
語
表
現
（
小

説
）
の
先
鋭
化
を
追
求
し
、
「
蜃
気
楼
」
を
ポ
ス
ト
近
代
小
説
に
ま
で
昇
華
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
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第
四
部
第
二
章
「
大
正
期
の
映
画
物
語
本
―
―
映
画
を
〈
読
む
〉
と
い
う
こ
と
」

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
計
二
十
一
冊
の
映
画
物
語
本
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
映
画
の
ノ
ベ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
試
案
を
提
示
し
た
。

映
画
物
語
本
に
は
映
画
の
ノ
ベ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
映
画
の
原
作
と
な
っ
た
小
説
の
翻
訳
・
翻

案
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
と
く
に
、
第
二
部
第
一
章
「
映
画
と
魔
術
の
有
機
的
な
連
係
―
―
「
小
僧
の
夢
」

論
」
で
触
れ
た
フ
ラ
ン
ス
映
画
『
ジ
ゴ
マ
』
（
一
九
一
一
）
の
爆
発
的
な
人
気
に
は
、
『
ジ
ゴ
マ
』
関
連
の

映
画
物
語
本
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ゴ
マ
ブ
ー
ム
と
い
う
本
格
的
な
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
成

功
例
を
踏
ま
え
、
計
二
十
一
冊
の
映
画
物
語
本
を
調
査
す
る
と
、
映
画
を
〈
読
む
〉
と
い
う
独
特
な
受
容

文
化
が
窺
え
る
。
角
川
映
画
の
有
名
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
読
ん
で
か
ら
観
る
か
、
観
て
か
ら
読
む
か
」

も
一
世
を
風
靡
し
た
が
、
そ
れ
は
小
説
を
映
画
化
す
る
と
い
う
一
方
向
へ
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
象
徴
し
、

観
客
・
読
者
の
移
動
は
〈
原
作
か
ら
映
画
へ
〉
〈
映
画
か
ら
原
作
へ
〉
の
二
通
り
に
限
定
さ
れ
る
。
大
正
期

の
観
客
・
読
者
に
も
同
様
の
傾
向
が
す
で
に
み
ら
れ
る
が
、
映
画
物
語
本
は
映
画
の
ノ
ベ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
枠
組
み
を
超
え
、
多
様
な
受
容
形
態
を
許
容
す
る
。

本
論
は
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
映
画
物
語
本
の
調
査
で
終
わ

っ
た
が
、
実
際
に
は
数
多
の
映
画
物
語
本
が
全
国
に
流
通
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
大
正
期
の
映

画
フ
ィ
ル
ム
は
散
逸
し
て
お
り
、
上
映
さ
れ
た
内
容
と
映
画
物
語
本
を
照
合
す
る
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と

う
だ
ろ
う
。
し
か
し
今
日
の
メ
デ
ィ
ア
社
会
を
考
察
す
る
上
で
、
映
画
物
語
本
の
調
査
・
研
究
を
深
め
て

ゆ
け
ば
、
メ
デ
ィ
ア
を
受
容
す
る
側
の
意
識
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
に
違
い
な
い
。

終
章大

正
期
は
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
映
画
が
急
激
に
台
頭
し
、
社
会
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
ゆ
く
時

期
に
あ
た
る
。
外
界
を
認
知
す
る
た
め
の
視
覚
の
在
り
方
が
映
画
に
よ
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
ジ
ゴ
マ
ブ
ー

ム
や
映
画
害
悪
論
な
ど
の
文
化
的
現
象
へ
発
展
し
、
映
画
の
性
質
が
様
々
な
レ
ベ
ル
で
問
い
質
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
同
時
代
性
の
な
か
で
谷
崎
の
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
捉
え
る
と
、
映
画
を
取
り
巻
く
言
説
や
社

会
の
動
向
が
批
判
的
に
咀
嚼
さ
れ
、
物
語
構
築
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

小
説
が
非
常
に
時
事
的
な
表
象
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
と
と
も
に
、
社
会
と
自
己
を
相
対
化
し
な
が
ら
創

作
を
行
う
、
谷
崎
の
批
評
意
識
も
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
谷
崎
は
欧
米
映
画
の

動
勢
と
日
本
映
画
の
現
状
を
対
比
し
、
よ
り
広
範
な
社
会
情
勢
の
な
か
で
自
己
の
創
作
表
現
を
模
索
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

映
画
は
こ
う
し
た
創
作
上
の
時
事
的
な
素
材
で
あ
る
ほ
か
に
、
谷
崎
の
藝
術
理
念
の
根
幹
に
も
波
及
す

る
。
映
画
の
存
在
に
よ
っ
て
谷
崎
の
藝
術
理
念
は
強
固
と
な
り
、
〈C

ry
sta

lliza
tio

n

〉
の
一
語
に
仮
託
す

れ
ば
、
谷
崎
文
学
に
通
底
す
る
ひ
と
つ
の
美
学
が
示
さ
れ
、
映
画
に
関
す
る
表
象
の
位
相
が
鮮
明
と
な
る
。

本
研
究
で
は
便
宜
的
に
〈
映
画
を
／
映
画
で
／
映
画
の
よ
う
に
〉
表
象
す
る
階
層
性
を
提
示
し
た
が
、
も
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ち
ろ
ん
そ
れ
ら
は
樹
形
図
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
り
、〈
映
画
の
よ
う
に
〉
表
象
す
る
こ
と
は
自
ず
と
映
画

の
性
質
を
物
語
る
こ
と
に
通
じ
る
。
映
画
は
時
代
と
と
も
に
技
術
的
な
成
長
を
遂
げ
、
映
画
の
定
義
は
更

新
さ
れ
、
観
客
の
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
も
変
化
す
る
。
谷
崎
は
映
像
文
化
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
容
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
体
感
し
、
映
画
は
そ
の
批
評
意
識
や
身
体
感
覚
に
新
陳
代
謝
を
促
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
谷
崎
の
批
評
意
識
は
同
時
代
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
を
捕
捉
し
な
が
ら
、
現
代
の

読
者
の
経
験
に
リ
ン
ク
す
る
。
そ
れ
は
谷
崎
が
映
画
を
媒
介
に
、
変
化
し
続
け
る
社
会
と
自
己
を
相
対
化

し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
現
代
的
な
閉
塞
感
の
も
と
谷
崎
文
学
を
読
み
返
せ
ば
、
映
画
が
欧
米
や
日

本
社
会
の
実
情
を
映
す
鏡
と
な
り
、
自
己
の
所
在
を
物
語
に
見
出
そ
う
と
す
る
谷
崎
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

換
言
す
れ
ば
、
谷
崎
は
人
間
の
視
覚
や
認
識
を
拡
張
す
る
映
画
で
以
っ
て
外
界
を
認
知
し
、
そ
れ
と
自
己

を
相
対
化
し
な
が
ら
、
白
昼
夢
の
よ
う
な
物
語
を
築
い
た
の
だ
。
〈
い
ま
‐
こ
こ
〉
に
あ
る
世
界
へ
の
理
知

的
な
観
察
眼
が
、
谷
崎
の
作
家
性
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

本
研
究
が
示
し
た
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
踏
ま
え
、
今
後
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
テ
ク
ス
ト
も
俎
上

に
載
せ
、
〈
い
ま
‐
こ
こ
〉
に
対
す
る
谷
崎
の
批
評
意
識
に
迫
っ
て
ゆ
く
。
テ
ク
ス
ト
ご
と
に
そ
れ
を
抽
出

す
る
だ
け
で
な
く
、
映
画
の
更
新
と
と
も
に
谷
崎
の
な
か
で
変
化
し
た
部
分
・
変
化
し
な
い
部
分
を
俯
瞰

的
に
捉
え
、
谷
崎
と
映
画
の
関
わ
り
を
体
系
化
し
た
い
。
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
研
究
は
映
画
の
表

象
を
三
つ
に
階
層
化
し
た
。
な
か
で
も
難
問
が
横
た
わ
る
〈
映
画
で
〉
表
象
す
る
こ
と
に
対
し
、
い
か
な

る
研
究
展
開
が
可
能
か
。

第
一
に
、
谷
崎
が
実
際
の
映
画
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
以
上
、
谷
崎
が
〈
映
画
で
〉
表
象
し
た
も
の
を

看
過
で
き
な
い
。
し
か
し
シ
ナ
リ
オ
や
ス
チ
ー
ル
写
真
は
現
存
す
る
も
の
の
、
フ
ィ
ル
ム
は
散
逸
し
て
い

る
。
重
要
な
一
次
資
料
を
欠
い
た
ま
ま
、
シ
ナ
リ
オ
や
同
時
代
の
言
説
を
参
照
す
る
し
か
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
た
だ
、
谷
崎
が
大
活
に
い
た
時
期
、
日
本
映
画
界
で
は
映
画
の
た
め
の
シ
ナ
リ
オ
や
撮
影
台
本

が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
映
画
の
ノ
ベ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
し
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
言
語
表
現
の
映
像
化
・
映
像
表
現
の
言
語
化
、
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
が
活
発
化
す
る

文
化
的
現
象
の
な
か
で
、
谷
崎
が
映
像
化
を
念
頭
に
置
く
言
語
表
現
に
接
近
し
た
意
義
を
問
う
て
ゆ
き
た

い
。第

二
に
、
小
説
の
登
場
人
物
が
〈
映
画
で
〉
表
象
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
映
画
を
映
像
に
置
き

換
え
る
と
、
映
画
を
は
じ
め
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
な
ど
、
「
美
の
幻
影
」
を
視
覚
的
な
「
何
等
か
の
形
」
で

表
現
し
よ
う
と
す
る
作
中
人
物
が
少
な
く
な
い
。
な
か
で
も
戦
後
、
谷
崎
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
に
関
心
を

寄
せ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
モ
チ
ー
フ
の
小
説
を
構
想
し
て
い
た
。
絵
画
（
静
止
画
）
と
映
画
（
動
画
）

の
融
合
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
も
貪
欲
に
取
り
込
も
う
と
す
る
態
度
は
、
近
年
注
目
を
集
め
る
谷
崎
と

挿
絵
・
装
幀
の
関
わ
り
と
も
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は
な
い
。

谷
崎
は
生
涯
、
イ
メ
ー
ジ
の
視
覚
化
を
強
く
志
向
す
る
作
家
だ
っ
た
。
谷
崎
文
学
に
お
け
る
映
像
の
位

相
を
追
究
し
て
ゆ
け
ば
、
映
像
と
言
語
の
混
交
か
ら
生
れ
る
表
現
の
深
淵
に
、
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。


